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沖縄国際大学名誉教授・沖縄県政策参与

沖縄ͷ発展ͱ
アジアͷダイナϛズϜ

今ɺ沖縄ͷ発展可能性͕大͖͘ 注目͞ΕͯいΔɻʮ航空ɺ

ΤωϧΪーそ͠ ͯ製造業ɺ知ΒΕ͟Δ先端Ϗδωε͕動͖

出ͯ͠ いΔɻそͷ潜在力ʹ世界͔ΒώτͱϚωー͕流Ε込

Ήɻ΋͸や沖縄͸日本ͷ辺境Ͱ͸ͳいɻΞδΞͷ中心͸沖

縄ʹ近ͮいͯいΔɻʯʢ日経Ϗδωεɹ特集ɹ沖縄経済圏 

2012年8.6－13合併号ʣʮΞδΞͷ橋頭保ʯʮιϑτύワーʯ

ͱいう比較優位Λ有͢Δ沖縄ͷ可能性Λ市場͕認Ίͭͭ

あΓɺ外国人観光客ͷ急૿ɺ高級ϗςϧ等΁ͷ外資ͷ県内

投資ɺ航空産業ɺIT産業ɺ製造業ʹ至Δ内外ͷ企業ͷ県内

立地͕進ΜͰいΔɻ

人口͕減少ʹ転ͨ͡日本経済͸ɺ国内市場ʹ依存ͯ͠ い

ͨͷͰ͸縮小Λ余儀ͳ͘ ͞Εɺ成長著͠いΞδΞΛ始Ί海

外ʹ市場Λ求Ίͯ展開ͤ͟ΔΛ得ͳい状況ʹあΓɺ΋͸や

経済ɺ社会ͷ枠組Έ ʮ͕ΞδΞや世界ͷ規模ʯͰͳ͚Ε͹

成Γ立ͨͳ͘ ͳͬͯ いΔɻ

ΞδΞͷμΠφϛζϜͷ需要ʹΑΓɺ沖縄ʹ千載一遇ͷ

νϟンε͕到来ͯ͠ Γ͓ɺそΕΛ沖縄経済 ϏʹϧτΠン͢Δ

ͨΊʹɺ沖縄県͸ΞδΞ経済戦略構想Λ展開ͯ͠ いΔɻʮΞ

δΞΛͭͳ͙  ɺ国際競争力あΔ物流拠点ͷ形成ʯʮ世界水

準ͷ観光Ϧκーτ地ͷ実現ʯʮ航空関連産業Ϋϥελーͷ

形成ʯʮΞδΞ有数ͷ国際情報通信拠点っεϚーτϋϒ、ͷ

形成ʯʮ沖縄͔ΒΞδΞ΁ͱͭͳ͕Δ新ͨͳ΋ͷͮ Γ͘産業

ͷ推進ʯ等Λ重点政策ʹ掲͛ͯいΔɻ

最近ͷ沖縄経済͸ɺ極Ίͯ好調ͰあΔɻ日銀ͷ短観Λ見

ͯΈΔͱɺ͜ ͜数年沖縄県͕全国Λ大͖͘ 凌駕ͯ͠ ͓Γɺ全

産業ʢ2016年12月14日現在ʣ͸沖縄県37ɺ全国͸7ͱͳͬͯ

Γ͓そͷ差͸やや拡大傾向ʹあΔɻ県内総生産や一人当ͨ

Γ県民所得΋૿加傾向͕あΓɺ失業率΋3%台ʹͳΓɺ有効

求人倍率͸1Λ超えͯ いΔɻ

沖縄経済活性化ͷ背景ʹ͸ɺ·ͣ外国人観光客ͷ急૿

͕あΔɻ2011年度ͷ30万1400人͔Β昨年度͸5.5倍ͷ167

万300人ʹ達ͨ͠ɻ全国͸3.2倍Ͱ1973万7409人ʢ日本政

府観光局ʣʹ 達͠ɺ伸ͼ率Ͱ͸大͖͘ 沖縄͕凌駕͠ ͯいΔɻ

国内観光客΋合わͤΔͱ793万6300人ʹ達͠ɺ沖縄経済

ͷϦーσΟンάηΫλーͰあΔ観光͸好調ͰあΔɻΞδΞͷ

経済発展ʹ伴い富裕層͕拡大͠自家用δΣッτ機Ͱ来県͢

Δ観光客΋現Εͯ Γ͓ɺ県ͷΞδΞ経済戦略構想ʹ͸そͷ

駐機場ͷ確保΋盛Γ込·ΕͯいΔɻ大型MICEͷ始動や那

覇空港ͷ滑走路二本ͷ実現΋間近ͰあΓɺ沖縄ͷ観光産

業͸ɺ新ͨͳ次元ʹ入Γͭ ͭあΔɻ

·ͨɺ情報通信産業ͷ成長΋著͠いɻ生産額͕4099億

1100万円ʢ平成28年1月1日現在ʣʹ 達͠ɺ観光産業ʢ観光

収入6022億1400万円ɹ平成27年ʣʹ 次͙ 新ͨͳϦーσΟ

ンά産業ʹͳͬͯ いΔɻ平成14年ʹ͸52社ͩͬͨ 県外͔Β

ͷ立地企業΋平成27年ʹ͸387社ͱ急૿ͯ͠ ͓Γɺ今後΋

発展͢Δ͜ ͱ͕見込·ΕͯいΔɻ

·ͨΞδΞ経済ͱͷ連携΋総論͔Β各論ͷ時代ʹ入ͬ

ͨɻ単ʹ௿賃金ɺ関税そ͠ ͯ税ͷ優遇措置͚ͩͰ͸発展途

上国ͷ優位性ʹ͸勝ͯͳいɻ経済特区ɺMade in Japan

ͷ使用ɺ覚書ʢMOUʣɺ自由貿易協定ʢFTAʣ・経済連携協定

ʢEPAʣɺ両岸経済協力枠組協議ʢECFAʣɺ厦門発欧州ͷ

鉄道ϥΠン等ͷロδεςΟΫε等ͷ要素Λ組Έ合わͤɺ沖

縄ͷ比較優位Λ生Έ出͢ ͱ͕͜重要ͰあΔɻ͞ Βʹ沖縄Λ

訪ΕΔ外国人観光客ʢH27年ɺ167万人ʣ΁ͷεϚϗΛ利

用͠ Ϗͨッάσーλ収集等ʹΑΔϚーέッτϦサーν等ͷϏ

δωε要素Λ吟味ͯ͠ ɺ新規Ϛーέッτͷ開発ɺ効率的ͳロ

δεςΟΫεΛ研究͢Ε͹ɺ物流ɺ商流ͷ経済圏͕出現͢Δ

可能性͕あΔͱ思わΕΔɻͱΓわ͚ɺ昨年12月ʹ 締結͞Εͨ

福建省ͱ沖縄県ͷ覚書ʢMOUʣʹ ΑΓɺ沖縄͔Βͷ通関͕

迅速ʹͳΕ͹ɺ全国ͷ対中国輸出Λ展開͢Δ企業͕沖縄

ϧーτΛ使用͢Δ可能性͕大ʹͳΔɻ

ΞδΞͷ拡大͢Δ需要ͷνϟンεΛ逸͢Δ͜ ͱͳ͘ 沖縄

経済ʹ組Έ込Ή仕組ΈΛ作Βͳ͚Ε͹ͳΒͳいɻ沖縄振

興計画ʢ沖縄21世紀Ϗδョン基本計画ʣ͕ 終了͢Δɺ͜ 5͜

年͕ϋーυɺιϑτͷΠンϑϥや規制緩和等ͷ政策Λ展開

͢Δ上Ͱ重要ͱͳΔɻ2020年ʹ͸那覇空港ͷ滑走路૿設

や大型MICE͕完成͢Δ予定ͰあΓɺ·ͨ東京オϦンϐッΫ

΋開催 Ε͞Δɻ2022年ͷ沖縄振興計画ʢ沖縄21世紀Ϗδョ

ン基本計画ʣ͕ 終了͢Δ前ʹɺΞδΞͷμΠφϛζϜΛ引͖

込Ή装置ʢϋーυ・ιϑτΠンϑϥ等ʣΛ整備Ͱ͖Δ͔͕今

後ͷ沖縄Λ決定͢Δͱ思わΕΔɻ何͕成長ͷΤンδンͱͳ

Δ͔Λ見極Ίɺ沖縄経済ʹ組Έ込ΜͰい͔Ͷ͹ͳΒͳいɻ

富川 盛武
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平成 28 年 6 月 17 日ɺ台北市ͷ台北国際会議ηンλーʹ͓いͯɺ沖台産業連携ʹ係Δ MOU 締結式及ͼηϛφーΛ

開催ͨ͠ɻ

MOU 締結式ʹ͓いͯ͸ɺ沖縄企業ͱ台湾企業ͱͷϏδωε連携ͷ促進ʹ向͚ͨ連携協定Λɺ台湾ͷ中小企業団体Ͱ

あΔ台日商務交流協進会及ͼ台湾ʹ͓͚Δ民間最大規模ͷγンΫλンΫͰあΔ財団法人台湾経済研究院ͱɺ沖縄ͷ΋

ͷͮ Γ͘企業団体ͰあΔ公益社団法人沖縄県工業連合会及ͼ当財団ͷ 4 者Ͱ締結ͨ͠ɻ

·ͨɺηϛφーͰ͸沖縄ͱ台湾͔Β各 2 名ͷ講師͕ɺ台湾ͱ沖縄ͷ相互発展ʹ関͢Δ講演Λ行ͬͨɻ

ʪMOU 締結セレモニーʫ

MOU 締結：

ɹ台日商務交流協進会理事長 兼 台湾経済研究院董事長･････江ɹ丙坤

ɹ公益社団法人沖縄県工業連合会会長･････呉屋 守章

ɹ一般財団法人南西地域産業活性化ηンλー会長･････石嶺 伝一郎

立会人：

ɹ台湾行政院経済部国際貿易局副組長･････周ɹ立

ɹ沖縄県商工労働部産業雇用統括監･･･････新垣 秀彦

ɹ内閣府沖縄総合事務局経済産業部長･････牧野 守邦

ʢ役職等͸開催当時ͷ΋ͷʣ

平成28年度自主研究事業ʮ沖縄・台湾産業経済交流事業ʯ

沖台産業連携に係るMOU締結式及びセミナーの開催
沖縄県工業連合会ͳΒびʹ当財団͸ɺ沖縄企業ͱ台湾企業ͱͷビδネε連携ͷ促進を目的ͱ͠ɺ台湾

ͷ関係団体ͱ MOUʢ覚書ʣを締結ͨ͠ɻMOU ͷ締結ʹあͨͬͯ͸ɺ台北市ʹͯセϨϞχーを行うͱ

ͱ΋ʹɺ沖縄ͱ台湾ͷ産業連携ʹ関͢Δセϛφー͕実施さΕͨɻ

ʢ文責：調査第2部ɹ與那覇･徹也ʣ

ʪ講演ᶗʫ

ʮ台沖間産業連携ʹ͓けΔ
こΕまͰの取組ͱ現状ʯ

上江洲 豪
ʢʢ一財ʣ南西地域産業活性化ηンλー調査第2部長ʣ

ʪ講演ᶙʫ

ʮベンチャーキャϐタルϑΝンド
ʰゴールデンΞδΞϑΝンド のɦ紹介ʯ

吳ɹ佩芬
ʢ創新工業技術移轉株式会社ɹ副総経理ʣ

ʪ講演ᶘʫ

ʮ新時代の企業人へʯ

林ɹ蒼生
ʢ統一企業άϧーϓ前総裁・台日商務交流協進会理事ʣ

ʪ講演ᶚʫ

ʮ台沖間産業連携の展望
～開͔Εた産学官連携ʹついͯ～ʯ

坪井ɹ巌
ʢ株式会社τϦϜɹ代表取締役社長ʣ
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平成28年度自主研究事業ʮ沖縄・台湾産業経済交流事業ʯ

ʮ沖縄・台湾貿易ビδネε対話ʯの開催
沖縄企業ͱ台湾企業ͱͷビδネε連携ͷ促進を目的ʹɺʮ沖縄・台湾産業貿易ビδネε対話ʢ商談会ʣʯ

を台北市ʹͯ開催ͨ͠ɻ΋ͷͮくΓ系等ͷ企業を中心ʹɺ沖縄ͱ台湾合わせͯ 38 社͕参加͠ɺ活発ͳ

ビδネεϚッチンά͕行わΕͨɻ

ʢ文責：調査第2部ɹ與那覇･徹也ʣ

平成 28 年 6 月 17 日ɺ台北市ͷ台北国際会議ηンλーʹ͓いͯɺʮ沖縄・台湾貿易Ϗδωε対話ʢ商談会ʣʯΛ

開催ͨ͠ɻ公益社団法人沖縄県工業連合会ɺ公益財団法人交流協会ɺ台湾ͷ中小企業ͷ経済団体ͰあΔ台日商務

交流協進会ͷ協力ͷ下ɺ΋ͷͮ͘Γ系等ͷ企業Λ中心ʹɺ沖縄͔Β 11 社ɺ台湾͔Β͸ 27 社͕参加͠ɺ活発ͳ商談ɺ

交流͕行わΕͨɻ

  開 催 概 要

日　　時 平成 28 年 6月 17 日ʢ金ʣ9:00 ～ 12:00

場　　所 台北国際会議センターʢ台北市信義区ʣ

参　　加 沖縄側 11 社ɺ台湾側 27 社

内　　容 1 社あたΓ 20 ～ 30 分ͷ商談及び自由交流

商談件数 ໿ 44 件

共催団体 公益社団法人沖縄県工業連合会ɺ公益財団法人交流協会ɺ台日商務交流協進会ɺ一般財団法人南西地域産業活性化センター
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ʢ文責：企画研究部ɹ喜納悠太ʣ

○今年度の取組

沖縄ͷ地ͷ利Λ活͔ͨ͠ΞδΞϏδωε展開Λ支

援͢Δ産学金官ωッτワーΫʮ沖縄国際ϋϒΫϥελ

ーʯͰ͸ɺ海外展開ʹ取Γ組Ή企業ͷϓロδΣΫτ

発掘・展開ɺ企業支援体制構築ͱいͬͨ͜Ε·Ͱͷ

活動Λ踏·えɺ平成 28 年度ΑΓ新ͨʹコーσΟωー

τ機能Λ強化͠ɺϚーέッτΠンʹΑΔ高付加価値

産業ͷ創出ͱ創貨ʹ向͚中核的機能Λ発揮͢Δ県内

地域商社ͷ取Γ組ΈΛ支援ͯ͠ い͖· ɻ͢

第 1 回沖縄国際ϋϒΫϥελー推進会議Λ平成 28 年 8 月 31 日ʢ水ʣʹ那覇市内ϗςϧʹͯ開

催͠·ͨ͠ɻ事業活動ʹͭいͯ͸ɺ沖縄国際ϋϒΫϥελー事務局ͷϗーϜϖーδʹͯ随時͝紹介

ͯ͠·いΓ·͢ͷͰɺ͝覧ͩ͘͞いɻ

沖縄国際ハϒクラεター事務局　URL：http://www.okinawa-hubcluかteお.oおg/

内閣府沖縄総合事務局受託事業

ʮ沖縄国際ハブΫϥεターʯ
当財団Ͱ͸ɺ平成 26 年度͔Β沖縄国際ハブΫラεターʹ係Δ事業を内閣府沖縄総合事務

局ΑΓ受託͓ͯ͠Γɺ今年度͸ɺ平成 28 年度地域中核企業創出・支援事業ʹ係Δʮ沖縄

国際ハブΫラεター形成推進事業ʯɺʮ地域商社を中核ͱͨ͠沖縄発アδア市場向け輸出拡

大Ϟσϧ構築事業ʯͷ 2 事業を受託͠ɺ実施͢Δɻ

第 1回沖縄国際ϋϒΫラスター推進会議ʢ8月 31 日開催ʣ
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ʢ文責：調査第2部ɹ與那覇･徹也ʣ

沖縄͸ɺ人口໿ 143 万人ɺ入域観光客͕ 770 万人Λ超えͯ૿加傾向ʹあΔ͜ͱ͔Βɺ消費͞Ε

ΔΤωϧΪーや廃棄物ͷ૿大ɺ水不足問題ɺ産業廃棄物最終処理場ͷͻͬ迫ͱいͬͨ環境問題΁ͷ

懸念͕高·͖͓ͬͯͯΓɺ環境・ΤωϧΪー関連産業ͷ役割͸·͢·͢重要ͱͳͬͯいΔɻ

そͷΑうͳ背景͔Βɺ͜Ε·Ͱͷ関連事業等Λ通ͯ͡環境・ΤωϧΪー分野ͷωッτワーΫ͕構

築͞Ε͓ͯΓɺ継続的ʹϦサΠΫϧϏδωε等ʹ͔͔Δ検討Λ実施ͯ͠いΔɻ͔͠͠近年͸ɺ͜Ε

ΒωッτワーΫΛ活用ͨ͠具体的ͳ製品開発や販路拡大ʹ向͚ͨϚーέςΟンά等ͷ取Γ組Έʹ至

ͬͯいͳい͜ͱ͕課題ͱͯ͠挙͛ΒΕΔɻ͜ͷΑうͳ課題ͷ解決ʹ向͚ͯɺ本事業Ͱ͸ʮ環境Ϗδ

ωε研究会ʯΛ発足͠ɺ研究機関や環境関連ͷ技術ɺ法規制等ʹ知見Λ持ͭ専門家等ͷ助言Λ受͚

ͳ͕ΒɺϏδωε戦略や他地域・異業種等ͱͷ連携方法Λ検討͢Δɻ

ʪ今後の主ͳ事業予定ʫ

● 12 月ɹ環境Ϗδωε研究会ɹ開催

● 12 月ɹ環境ϏδωεΞϥΠΞンεϚッνンάηϛφー in 沖縄ɹ開催ʢ沖縄ϕンνϟーϚーέッτ内ʣ

● ２月ɹ環境Ϗδωε研究会ɹ開催

● そͷ他ɺ他地域Ͱ開催͞ΕΔ環境ΞϥΠΞンεϚッνンάηϛφーやάローόϧωッτワーΫ協

議会ʢ経済産業省主催ʣ等ʹ参加予定

内閣府沖縄総合事務局受託事業　平成28年度地域中核企業創出・支援事業

ʮ沖縄環境関連ネットワーΫ形成事業ʯ
ʮ地域中核企業創出・支援事業ʯ͸ɺ地域経済を活性化͢ΔͨΊ地域を牽引ͯ͠いΔ／Ͱ

͖Δʮ地域中核企業ʯを創出͠ɺͦͷ成長を支援͢Δこͱを目的ʹ実施さΕΔ経済産業省

ͷ事業ͰあΔɻ当事業ͷ一環ͱͯ͠ʮ沖縄環境関連ネッτワーΫ形成事業ʯ͕採択さΕɺ

沖縄県内環境関連企業ͷ中核企業創出・支援を目標ʹɺ研究会やイベンτ参加等を通ͨ͡

ネッτワーΫ形成ʹ取Γ組Ήɻ

沖縄総合事務局

ワーキンググループ

（一財）NIAC 環境ビジネス研究会

環境ビジネスモデル検討

【ネットワーク中心機能】

ʪ研究会構成ʢҊʣʫ

ҕɹ員ɹ環境関連企業・ֶ ࣝ経ऀݧ

ɹɹɹɹ沖縄総合事務局・沖縄県

ɹɹɹɹӡӦ事務局

国内各地のクラスター

 ˔ άϩーόϧ・ネッτワーΫ協議会
 ˔ 環境"MセϛφーӡӦ協議会

ର৅ωοτϫʔΫ

連
 携

事業イメージ

環境ビジネス関連機関

 ˔ O,*/"8"ܕ産業ৼڵϓϩδΣΫτ

ɹ推進ネッτワーΫݩ会員
 ˔ 沖縄県ݯࢿ॥環ܕ推進協議会
 ˔ 県内環境関連企業
 ˔ 県内大 ・ֶެ ઃࢼ等

༠引
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ʢ文責：調査第1部ɹ仲村渠･義隆ʣ

沖縄及ͼϋワΠ͸地理的条件ʢ島͠ΐʣɺ気候条件ʢ亜熱帯～熱帯ʣɺΤωϧΪー構造ʢ高い化石燃料依存ʣɺ

再生可能ΤωϧΪー΁ͷ積極的ͳ取Γ組Έ等ɺ多 ͷ͘類似性Λ有ͯ͠ いΔɻʮ沖縄ϋワΠΫϦーンΤωϧΪー

協力推進事業ʯͰ͸ɺΫϦーン・省ΤωϧΪー技術ͷ活用Λ促進͢Δ΂͘ɺϕετϓϥΫςΟεͷ共有Λ始Ί

ͱ͠ ͨ協力Λ行う͜ͱͰɺ最大限ͷγφδー効果Λ発揮͠ɺ再生可能ΤωϧΪーͷ地産地消型ͷ地域ͮ Γ͘Λ

目指 ɻ͢

そͷ積極的ͳ取Γ組Έͱ͠ ͯɺϋワΠ州Ͱ͸ 2045 年·Ͱʹɺ発電電力量ʹ占ΊΔ再生可能ΤωϧΪーͷ比

率Λ 100％ʹ͢Δ目標Λ掲͛ͯいΔɻ沖縄県ʹ͓いͯ͸ 2030 年·Ͱʹɺ沖縄本島 20％ɺ離島 100％ɺ合

わͤͯ 30％Λ目指ͯ͠ いΔɻ

本事業Ͱ͸ɺ沖縄 21 世紀ϏδョンͰ示͞Ε ʮͨ௿炭素島͠ΐ社会ͷ実現ʯʹ向͚ͨ取Γ組ΈΛ一層加速͢

ΔͨΊɺ米国ΤωϧΪー省ɺϋワΠ州ɺ経済産業省ɺ沖縄県ͷ 4 者Ͱ締結͠ ʮͨ沖縄ϋワΠΫϦーンΤωϧΪ

ー協力ʯΛ活͔͠ɺ沖縄県͕抱えΔ再生可能ΤωϧΪー普及促進ʹ向͚ ʮͨ系統ͷ安定化策ʯ等ͷ課題解決

ʹ向͚ͨ取Γ組ΈΛ実施͢Δɻ併ͤͯ沖縄県͕掲͛Δʮ沖縄県ΞδΞ経済戦略構想ʯやʮεϚーτΤωϧΪ

ーΞΠϥンυ基盤構築事業ʯͱͷ連携ʹΑΔ県内企業・大学等Ͱ培ͬͨ島嶼型ΤωϧΪー関連技術・ϊ΢ϋ΢

Λϕーεͱ͠ ʮͨ離島ϞσϧʯͷΞδΞや島嶼地域΁ͷ展開や国際貢献ʹ資͢Δ取Γ組Έͷ検討Λ行うɻ

初年度ͱͳΔ平成 28 年度Ͱ͸ɺ実施ςーϚ毎ʹ 3 ͭͷ委員会Λ設͚ɺ͞ΒʹそΕΒͷ活動成果ͱ調査報

告Λ取Γ·ͱΊɺ事業全体ͷ方向性ͳͲʹͭいͯ検討Λ行う事業推進委員会Λ設置͠ɺ当財団ͱ株式会社沖

縄ΤωςッΫ共同Ͱ事業ͷ管理運営Λ行うɻ

沖縄県受託事業

ʮ沖縄ハワイΫϦーンΤネϧΪー協力推進事業ʯ
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北村 惠子ʢ͖たΉΒ けいこʣ
ɹ1946年 山形県米沢市ʹ生·ΕΔ

幼いこΖʹɺʮ上杉鷹山ͷ言葉：為せ͹成Δ，為さ
Ͷ͹成Β͵何事΋ɺ成Β͵͸人ͷ為さ͵ͳΓけΓʯ
ͱ母親ΑΓ折々聞いͯ育ͭɻ

ɹ1964年 出光興産入社
出光店主ͷʮ和を΋ͬͯ貴͠ͱ͢Δʯͱいうɺ職員
͸家族ͱいう経営理念ʹ触ΕΔɻ

ɹ1965年 夫ͷ海外勤務ʹ伴ͬͯシンΨϙーϧ駐在ɻ
ɹ1974年 同͡くɺϚϨーシア駐在ɻ
 ここͰ会社や工場͕ͲうあΔ΂͖͔を学ぶɻ
ɹ1993年 沖縄ͷαンΰΧϧシウムʹ出会う

 αンΰΧϧシウムを伝えた人々͕数͔月Ͱ元ͷ健康
ͳ体を取Γ戻͢ɻそͷ姿ʹ驚͖ɺαンΰΧϧシウム

ͷ研究を始ΊΔɻ多くͷ研究者や学者ɺ大学を訪Ͷ
ͯ教えを乞うɻそͷ中Ͱɺ新潟Ͱ安保徹先生ʹ出会
うɻ安保先生͸道ͳ͖道を進·Εͯ朝ɺ3時͔Β研究
をさΕɺ結果を出さΕΔ͓姿ʹ感動͠ɺ習うɻ

ɹ2002年 アイナ株式会社を設立ɻ
ɹ2008年 沖縄αンΰ株式会社を設立ɻ
ɹ2016年 ίーラϧバイΦテック株式会社ͷ代表取締役社長就任ɻ
 社風を変えΔɻ

 職員ͷやΔ気͕今年度ɺ単期黒字決算を生Έɺ内閣
府や沖縄県ͷ厚い支援を受けɺ国内外ͷ大手製薬会
社・百貨店΁ͷ順調ͳ事業展開͕始·Δɻ

ɹ2018年 事業ͷ拡大ʹ伴いɺαンΰΧϧシウム原料生産ɺ世
界一ͷ規模・設備ͷ製造工場を新設͢Δɻそͷ準備
ʹ入Δɻ

北村 惠子

NIA
C

News
 

Lette
r

シリーζ

Keiko Kitamura

沖縄αンΰ株式会社 代表取締役社長

ɹ沖縄県͸珊瑚礁ͰͰ͖た島嶼群Ͱɺ໿200 種類΋ͷαンΰʹ囲まΕͯいΔɻこΕΒ珊

瑚礁おΑびαンΰ͕本県ͷ自然環境ͷ美しさʹ大͖く寄与しͯおΓɺ沖縄観光ͷ発展やα

ンΰ関連ͷ商品ͮくΓʹ貢献しͯいΔɻ

ɹそこͰɺ沖縄ͷ宝物ͰあΔαンΰを活用しͯ様々ͳ商品を開発しͯいΔ沖縄αンΰ株式

会社ͷ北村惠子社長ʹɺαンΰͷ魅力΋含Ίͯ話を伺ったɻ

αンΰ͸沖縄ͷ宝物。

それを知らせないͰ͸終われない。

――北村社長ͱαンΰͱͷ出会いʹͭい͓ͯ聞͔せく

ͩ͞いɻ

主人͕出光興産ʹ働いͯいͨ頃ɺϚϨーγΞʹ工

場Λ作Δ͜ͱʹͳΓɺ家族΋ͱいう͜ͱͰ໿ 10 年住

Έ·ͨ͠ɻそ͜Ͱ私͸ɺ染Ίͯ作Δ͓花ΛϘランςΟ

ΞͰ教え͓ͯΓ·ͨ͠ɻそͷͱ͖ͷ生徒͞Μ͕ɺ乳

͕ΜͰ余命 2͔月ͱ宣告͞ΕͨΜͰ͕͢ɺあΔ方͔

Βʮαンΰͷ͓水Λ飲Έͳ͞いʯͱ言わΕͨそうͰ

͢ɻそΕ͔Β 2͔月足ΒͣͰɺ元気ʹͳͬͯ͠·ͬͨɻ

͜Ε͕私ͱαンΰͱͷ出会いͰ͢ɻ

生徒͞Μʹ͢͢ΊΒΕͯɺ私自身΋飲Έɺ母親΍妹

΍ɺ周ΓͷΈΜͳʹ飲·ͤͯいΔうͪʹɺΈΜͳ͕元

気ʹͳͬͨΜͰ͢Αɻ͜Ε͕͖͔͚ͬͰɺϛネラϧ

Λ勉強͢Δ気ʹͳΓ·ͨ͠ɻ京都大学ͷ糸川嘉則元

教授͕微量元素学会ͱいうͷΛ立ͪ上͓͛ͯΒΕͯɺ

京都ͷ͝自宅·Ͱ伺ͬͯɺ直伝Ͱ習ͬͯい·ͨ͠Βɺ

ʮ΋ͬͱカϧγウϜɺ΋ͬͱ΋ͬͱϚάネγウϜͳΜ

ͩΑʯͱ教えͯくͩͬͨ͞ΜͰ͢ɻそういう͜ͱͰ元

気ʹͳΔͷ͔ͳͱいうあͨΓ͕少͠見え͖ͯ·ͨ͠ɻ

現在͸うͪͷ会社΋琉球大学ͷ先生ͱいΖいΖ共同

研究Λ͓ͯ͠Γ·͢ɻ今ɺαンΰͷ研究Λ深Ίͯいͨ

ͩいͯい·͕͢ɺ·ͩ富士山Ͱ͢ͱɺ一合目·Ͱ登ͬ

ͯͳいͱ思い·͢ɻ
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――琉球大学ͱ͸ͲͷΑうͳ共同研究Λͳͬͯ͞いΔ

ͷͰす͔ɻ

αンΰΛ土壌ʹ鋤͖込Ή͜ͱ͕作物ͷ根ʹ寄生͢

Δネίϒηンチュウͷ防除ʹ役立͔ͭͳͱいう͜ͱ

Ͱɺ今ɺ農学部ͱ共同研究Λͯ͠い·͢ɻ私͕ͨͪ目

的ͱ͢Δͷ͸害虫ͷ予防Ͱ͢ɻ土ͷ中ʹαンΰΛ入

ΕΔͱ非常ʹ͔ͬ͠Γͱ作物͕生長͢ΔΜͰ͢ɻ植

物体͕元気ͩͱɺ根΋元気Ͱ虫Λ寄ͤ付͚ͳいɻ元

気ͳ΋ͷ͸ɺϗϧϞン͔何͔虫͕嫌う΋ͷΛ出͢Β

͠いͰ͢ɻ弱ͬͨ΋ͷ͸ɺそΕ͕出͖͠Εͳくͯ食

べΒΕͪΌうɻ

例え͹ɺ佐賀県ͷ 20ha ͷϛカン農家͞Μ͕使ͬͯ

い·͚͢ΕͲɺ緑͕ͱͬͯ΋͔ͬ͠Γ͖ͯͯ͠ɺ味͕

濃くͰ͖ͨそうͰ͢ɻ今帰仁ͷ方Ͱ͸ɺϚεΫϝϩ

ンΛ作ͬͯい·͢ɻ農薬͸全然使ͬͯい·ͤΜɺͱ

いう͜ͱΛ言ͬͨΒɺ村長͞Μ͕εΠカɺϚンΰー

ʹ続く村ͷ第三ͷ特産物ʹ͠Αうɺͱ言ͬͯくͩ͞

い·ͨ͠ɻ

Ϛンΰー農家͞Μ΋ͨく͞Μͷ方͕αンΰΛ使ͬ

ͯくͩͬͯ͞い·͢ɻ今うͪ͸ほͱΜͲ無料Ͱ配ͬͯ

いͯɺ本当ʹΑ͕͞わ͔ͬͨΒɺ農薬Λ買う͓金Ͱ買

え·͔͢Β買ͬͯくͩ͞いɺͬͯ言ͬͯいΔΜͰ͢ɻ

――口ʹ入ΕΔ΋ͷ͚ͩͰ͸ͳくɺ幅広く展開ͯ͠い

Δわ͚ͰすͶɻ

土Λ健康ʹͯ͠ɺ健康ͳ作物͕育ͯ͹ɺ人間΋元気

ʹͳΕ·͢ΑͶɻ人間΋地球ͷ循環ͷ中Ͱɺ普通ʹ

生͔͞ΕͯいΔɻ͜Ε·Ͱ͸農薬Λ使ͬͯɺ人間ʹ

都合ͷΑい農業͚ͩΛ͖͚ͯͨ͠ΕͲɺそΕ͸Ͳう

΋間違ͬͯいͨͱいう͜ͱͰ͢ΑͶɻ

特ʹ沖縄͸気温͕厳͠くɺ夏͸葉物͕採Ε·ͤΜɻ

そういう΋ͷ͕採ΕΔΑうͳ沖縄ͷ農業ͷ底上͛Λ

͢Δ必要͕あΔɻそΕ͸αンΰʹ対ͯ͠ͷ恩返͠ɻあ

Γ͕ͱうɺͱいう気持ͪΛɺ土Λ元気ʹ͢Δ͜ͱͰ

返ͤΔ͔ͳͱ思い·͢ɻ

――͜ΕまͰΛ振Γ返ͬͯɺ特ʹ思い出

ʹ残ͬͯいΔ͜ͱ͕あΓます͔ɻ

ͨく͞ΜあΓ·͢ɻ例え͹手ͷ施͠Α

うͷͳい末期ͷ糖尿病Λ患ͬͯいΔ方

͕ɺαンΰ水Λ飲ΜͰ 4ɺ5 ͔月くΒい

Ͱ͓元気ʹͳΒΕͯɺ本当ʹ感謝ͯ͠い

·͢ɺͱ言ͬͯɺ土地ͷ産物ͱ͔送ͬͯ

くͩ͞ΔΜͰ͢Ͷɻそういう͜ͱ͕うͪ

ͷ会社Ͱ͸いͬͺいあΓ·͢ɻ

酵素͕大事Ͱɺ体ͷ中ͰいΖいΖͳ化

学反応Λ起ͯ͜͠エネϧΪーΛ作ͬͯい

Δɻ酵素ͷ中ʹɺいΖΜͳ種類ͷϛネラ

ϧ͕入ͬͯいͯɺ酵素Λ活性化ͯ͠いΔɻϛネラϧ

͕足ΓͯくΔͱɺ消化酵素΋代謝酵素΋う·く働い

ͯくΕΔͷͰɺ不具合ͷあͬͨͱ͜Ζ͕ͩΜͩΜ元

気ʹͳΔͱいう͜ͱͰ͢ɻ

――沖縄ͷ県内ͷ企業͞Μ͸ɺいい技術΍商品Λ持ͬ

ͯΒͬ͠ΌΔΜͰす͚ΕͲɺͳ͔ͳ͔展開͕うまくい

͔ͳいͱいう͜ͱΛɺΑく伺うΜͰす͚ΕͲɺそͷあ

ͨΓ北村社長͸わΓͱ一足飛ͼͰ……ɻ

私΋素人ͳΜͰ͚͢ΕͲɺ困ͬͯいΔͱɺ結構ϓϩ

ͷ方͕手Λ貸ͯ͠くͩͬͯ͞ɺ͓陰͞·Ͱ順調Ͱ͢

Ͷɻ

生産工場͸今帰仁ʹあΓ·͢ɻ世界一ͷαンΰͷ工

場Ͱ͢ɻ原砂Λ洗ͬͯɺ脱塩ͯ͠ɺ殺菌ͯ͠ɺ大͖

͞ɺ細͔͞ͱ͔違い·͢ͷͰɺ粒度別ʹ΍ͬͯい·͢ɻ

ͩΜͩΜ細͔くͯ͠いくわ͚Ͱ͢ɻ30 年間ɺ安定͠

ͯ΍ͬͯい·͢ɻ変ͳ΋ͷͩͬͨΒ続͔ͳいͰ͔͢

Βɻ雪印͞Μ͔Β΋ɺ新͠いチーζͷ製品ʹ入Εͨいɺ

ͱいう͜ͱͰ話͕あΓ·͢ɻ伊藤園͞Μͷ青汁ʹ΋

入Εͯい·͢ɻ毎月͢͝い量͕出ͯい·͢ɻ雪印͞

Μ΍伊藤園͞ΜͳͲɺ安定ͨ͠事業Λͯ͠いΒͬ͠Ό

Δͱ͜Ζʹ手渡ͯ͠い͚Δ原料Λ作Γ上͛Δ͜ͱ͕

Ͱ͖·ͨ͠ɻ͜Ε·Ͱαンΰ͸ɺ建材ͱͯ͠建築会

社͕使ͬͯいͨわ͚Ͱ͢ɻ͜ΕΛ食品ͷάϨーυ·

Ͱ上͛Δ͜ͱ͕Ͱ͖ͨɻ

――今帰仁ʹ工場Λ作ΒΕͨͷʹ͸ɺ何͔理由͕あͬ

ͨͷͰす͔ɻ

湧水͕ͱͯ΋豊富͔ͩΒͰ͢ɻαンΰ͸海Ͱ生͖ͯ

い·͔͢Βɺ塩分͕ͱͯ΋濃いͰ͢ΑͶɻそͷ··Ͱ

͸使えͳいͷͰɺ脱塩ͷ工程͕Ͳうͯ͠΋いΓ·͢ɻ

そΕʹ͸Αい水͕ͳいͱɻ

――例え͹海外ʹ進出ͯ͠会社・工場Λ立ͪ上͛ͯɺ

生産すΔ͜ͱ΋可能Ͱす͔？

可能Ͱ͕͢ɺ沖縄県ʹ資͢Δ͜ͱ͕ͳ͚Ε͹意味͕
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ͳいͰ͢ɻ沖縄独自ͷ天然物Ͱ͔͢Βɻ沖縄ʹ価値

͕戻ͬͯɺ沖縄Ͱ雇用͕促進ͯ͠ɺあͷ会社ʹ入Γ

ͨいͳɺͱ言わΕΔ会社ʹͯ͠い͖ͨいͰ͢ΑͶɻ

――去Δ6月 17日ʹɺ我々͕台湾Ͱ実施ͨ͠商談会

ʹ͝参加い͖ͨͩまͯ͠ɺ本当ʹ助͔Γまͨ͠ɻ帰ͬ

͔ͯΒ΋商談ͷ話͕ͻ͖ͬΓͳ͠ʹあΔΑうͰすͶɻ

今度ɺϗーϜϖーδΛ新͠く͠·͕͢ɺ沖縄総合

事務局ͷ方ʹ支援ͯ͠いͨͩいͯいͯɺ中国語ʹϗー

Ϝϖーδͷ一定量Λ訳ͯ͠くͩ͞Δ͜ͱʹͳͬͯい

·͢ɻそう͢Δͱ·ͨ中国ɺ台湾͔Β話͕あΔͱ思

い·͢ɻ

――社長ʹ͸周Γͷ人ͱ協調ͯ͠ɺ一緒ʹ΍ͬͯい͖

ま͠ΐうɺͱɺ展開ʹ持ͬͯい͚ΔΑうͳ雰囲気͕あ

Γますɻ

私ͷ中ʹそΖ͹Μ勘定͕全然ͳい͔ΒͰ͠ΐうͶɺ

͖ͬͱɻαンΰͷ͜ͱΛͪΐͬͱ͓伝え͢ΔͱɺそΜ

ͳʹ͢͝い΋ͷͳͷͶɺͬͯ今度͸あͪΒ͕αンΰ

ʹ夢中ʹͳͬͪΌͬͯɻʮ北村ϚδッΫʯʹ ͔͔ͬͨͬ

ͯɺ半分冗談ʹ言わΕ·͢ɻ

――あͱɺ社長ʹʮ人間΋循環ͷ中ͷͻͱͭͱいうɺ

何͔ͱ繋͕ͬͯいΔΜͩʯͱいう意識͕見受͚ΒΕΔɻ

宇宙ͷ意識ͷ中Ͱ私ͨͪ͸生͔͞Εͯいͯɺ΍͸Γ

͝縁ͷ中Ͱ命Λいͨͩいͯɺ誰Ͱ΋ɺいΖいΖͳ人

ͷ助͚Λ借Γͯ毎日暮Βͯ͠い·͢ɻ人͸一人一人ɺ

何͔ͷ役割Λ持ͬͯɺ͜ͷ世ʹ生·ΕͯくΔͱ思い

·͢ΑͶɻそͷ役割Λ全うͯ͠いく͜ͱͰɺ自分΋

磨͔Εͯいく͠ɺ周Γ͔Β΋評価͞ΕΔɻ

今ɺうͪͷ職員͸持ͬͯいΔ͢べͯΛぶ͚ͭͯい·

͢Ͷɻ素晴Β͠いͰ͢Αɻそͷ人そͷ人ͷ個性͕あΓ

·͚͢ΕͲɺそͷ中Ͱ一生懸命΍ͬͯい·͢ɻそΕ͕

一番尊いͱ私͸いͭ΋言うΜͰ͢ɻ誰ʹ比べͯͲう

ͩͱ͔ɺ関係ͳいΜͩͱɻ職員一人一人ͷ意識͕上

͕ͬͯい·͢ͷͰɺ͢͝い力Λ持ͬͯいΔ会社ʹͳͬ

ͯいくͱ思い·͢ɻ

――今ɺαンΰ͸気候変動Ͱ白化現象Λ起ͯ͜͠いま

すɻαンΰͷ生産ʹ影響͸あΓます͔？

そΕ͸ͳいͰ͢ɻ΋う何十万年΋前ʹɺ͜ͷ沖縄ͷ

海ʹ生͖ͯいͨαンΰ͕堆積ͯ͠いΔΜͰ͢ɻそͷ深

͞͸ɺͨぶΜ想像Λ絶͢Δͱ思い·͢ɻ1000 ϝーτ

ϧ掘ͬͯ΋ɺ·ͩαンΰͷ層ͳΜͰ͢ɻ·あɺあΔ所

ͱͳい所͕あΔͱ思い·͚͢ΕͲɺ自然ͱいうͷ͸ɺ

私͕ͨͪ考えͯいΔΑうͳͪͬΆ͚ͳ΋ͷͰ͸ͳいɻ

医学部Ͱ研究ͨ͠σータ͕あΓ·͢ɻ͜ͷ資料Λ

見ͯいͨͩくͱ不思議Ͱ͢ɻ上͔Β血圧降下剤Ͱ͠ΐ

うɻ血糖上昇予防ͷ治療剤Ͱ͠ΐうɻ下͸骨代謝ͱ

機械的骨強度Ͱɺ͜Ε͸バネ͕あΔͱいう͜ͱͳΜ

Ͱ͢ɻΆ͖ͬͱ折Εͳいɻ強度ͷあΔ骨ʹͳΔͱい

う͜ͱɻ同͡一ͭͷαンΰ͕違う͜ͱΛ΍ͬͯͷ͚

Δͱいう͜ͱͰ͢ɻ西洋医学Ͱ͸あΓえͳいɻ͜Ε

Λ私͕ͨͪ知ΒͤͳいͰ͸終わΕͳいɻ͜Μͳ高い

機能性Λ持ͭ΋ͷ͸世ͷ中ʹ͸ほ͔ʹͳいɻ͜うい

う΋ͷ͕沖縄ͷ海ʹ宝物ͱͯ͠あΔɻ

――今後ͷ目標͸？

目標͸ɺ͜ͷαンΰ様ʢ笑ʣͷ価値ͷ͢͝͞ʹɺ私

͕ͨͪ少ͣͭ͠近ͮいͯɺ·ͩ私ͨͪʹ見ͤͯͳい͓

顔Λ持ͬͯいΔͱ思うΜͰ͢Αɻそういうαンΰͷ無

限ͷ可能性ʹ出会ͬͯい͖ͨいɻ例え͹ɺ繊維ʹ͜

ΕΛ練Γ込ΜͰɺαンΰ・ϑΝΠバーͱいうͷΛ作ͬ

ͯɺそΕͰ肌着Λ織ͬͯいくͱ͔ɻΞτϐーͷ患者

ͱ͔ɺ子Ͳ΋ɺ赤ͪΌΜ͕ɺ͢ ͝く通気性ͷあΔ布Ͱɺ

害ͷͳい΋ͷΛ·ͱえΔΑうʹͨ͠いɻ

そͯ͠ɺ΍͸Γ土Ͱ͢ΑͶɻ΋ͷ͢͝く時間͕͔͔

Δ͠ɺ地味Ͱ目立ͨͳい仕事ͳΜ͚ͩΕͲɺ土͸国ͷ

根本ͷ宝Ͱ͢ɻそΕΛ大事ʹͯ͠い͖ͨいɻ農家ʹ新

͠い農法Λ教えͯいͬͯɺ夢ͷあΔ農業Λ今帰仁͔Β

εターτͤͨ͞いͰ͢Ͷɻ作物͸土Ͱ͔͢Βɻ土ͷ

中ͷ微生物Λ豊͔ʹ͢Δɻ土͕ΑくͳΕ͹ɺ雨͕降ͬ

ͯ΋ɺ土͔Β流Ε出ͯ海ʹ流ΕΔ水͕悪い΋ͷͰ͸ͳ

くͳΔわ͚Ͱ͢ΑͶɻ土͸浄化作用Λ΋ͷ͢͝く持ͬ

ͯい·͔͢Βɻ死ΜͰ͠·ͬͨαンΰɺ海ͷαンΰ

͕陸ʹあ͛ΒΕͯɺ今帰仁Ͱ͖Εいʹ͞Εͯɺ農業

ʹ使わΕͯɺ土͕元気ʹͳΔɻ͔ͩΒ土͔Β始Ίͨ

いͰ͢Ͷɻ

――目͔ΒうΖ͜ͷ話͹͔ΓͰͨ͠ɻあΓ͕ͱう͟͝

いまͨ͠ɻ

ʢ聞͖手：調査第 2部ʣ
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ʢ文責：企画研究部ɹ赤嶺･進也ʣ

本調査͸ɺ景気ウォッチャーʢ全国ʹ 2,050 名ɺ

沖縄県内͸ 50 名ʣ͔Β現状ͷ景気や将来ͷ見通し

ͷ判断Λ頂いͯいΔɻ·た同時ʹɺ景気判断Λ補

足͢Δコϝンτ΋収集し͓ͯΓɺコϝンτͷ中身͸ɺ

売上ͷ前年比や客数ͷ推移ͱいった定量的ͳ΋ͷ͔

Βɺ消費者ͷ様子ͷΑうͳ定性的ͳ΋ͷ·Ͱ多種多

様ͰあΔɻ本稿Ͱ͸ɺ͜ ͜1ɺ2年ͷ特徴的ͳキーワー

υΛ基ʹコϝンτΛ拾い上͛ͯいくɻ

＜プレϛアϜ付商品券＞

国ͷ平成 26 年度補正予算Λ用い ɺͯ購入額ΑΓ

1～3割͓得ʹ買い物͕Ͱ͖ΔϓϨϛアϜ付商品券

͕多くͷ地方自治体Ͱ発行さΕたɻ購買意欲Λ刺

激しͯ いΔͱいう上向͖ͳコϝンτ΋見ΒΕΔ͕ɺそ

ͷ一方Ͱそͷ効果͕一時的ͰあったΓɺ分野ʹΑっ

ͯ͸十分及ΜͰいͳいͱいう意見΋あったɻ

●ϓϨϛアϜ付商品券ʹΑΓ夏場ͷ旅行申込͕激

૿しͯいΔɻ前年同月比Ͱ前月͸倍૿ɺ今月΋

30％૿加ͰあΔɻ1泊ͷ宿泊予໿͔Β欧州旅行

·Ͱ旅行単価͸1万～ 40万円ͱ幅広い商品Ͱ૿

加し͓ͯΓɺ景気ͷ好調さ͕顕著ʹ表ΕͯいΔɻ

ʢ平成 27年 8月調査ɺ東海・旅行代理店ʢ従業員ʣʣ

●旧盆͕前年ΑΓ後半ʹあった͜ͱやɺϓϨϛアϜ

付商品券͕一部地域ʹͯ使用開始ͱͳっͯ いΔ͜

ͱͳͲ͔Β販売量ͱ単価͕アッϓしͯいΔͱ考え

ΒΕΔɻʢ平成 27年 8月調査ɺ沖縄・スーύーʢ販

売企画担当ʣʣ

●経済政策ͰあΔϓϨϛアϜ付商品券ͷ効果͸一時

的ͰあΓɺ景気ͷ全体的ͳ底上͛ʹ͸ͳっͯ いͳ

いɻʢ平成 27年 9月調査ɺ東北・通信会社ʢ営業

担当ʣʣ

●ϓϨϛアϜ付商品券効果ͳͷ͔ɺ高単価ϝχュー

ͷ注文͕多いɻʢ平成 27年 10月調査ɺ北関東・

一般Ϩスτランʢ経営者ʣʣ

●家電や生活雑貨ɺ食料品ͱ違っͯ ɺϓϨϛアϜ付

商品券ͷ利用͸ΈΒΕͳいɻʢ平成 27年11月調

査ɺ近畿・そͷ他専門店［宝飾品］ʢ販売担当ʣʣ

＜熊本地震＞

平成 28 年 4月14日21時 26 分以降ʹ熊本県ͱ

大分県Ͱ相次いͰ発生しͯいΔ地震Ͱɺ4月16日

午前1時25分ʹ͸Ϛάχチューυ6.5ͷ本震͕発生ɺ

熊本県益城町Ͱ͸震度 7Λ観測したɻ景気ʹ͸Ϛ

イφスͰあΔͱいうコϝンτ͕多͔った͕ɺ一部ʹ

͸物資ͷ買い出し需要やɺ復興需要へͷ言及΋あっ

たɻ

●熊本地震ͷ影響͕大͖いɻ熊本Λ始Ίͱしͯ 九州

ʹ事業所ͷあΔ会社͸軒並Έ予算Λ修正しͯόッ

ΫアッϓしͯいΔ状況ͰあΔɻ·たɺ工場ͷ多い

地帯Ͱ΋あΔ͜ͱ΋少ͳ͔Βͣ影響し くͯΔͱΈ

ΒΕΔɻʢ平成 28 年 4月調査ɺ北海道・コϐーサー

Ϗス業ʢ従業員ʣʣ

●熊本地震ʹΑΔ救援物資ɺ親族関係ͷ買出しͰ

当店Λ利用͢Δ客͕૿えɺ販売点数͕伸びͯい

Δɻʢ平成 28 年 4月調査ɺ九州・スーύーʢ店長ʣʣ

●熊本地震ʹΑΓɺ໿1週間営業Ͱ͖ͳ͔ったɻ·

たɺ店Λ再開しͯ΋客͕激減しͯいΔɻʢ平成 28

年 4月調査ɺ九州・商店街ʢ代表者ʣʣ

●熊本地震ͷ影響Ͱ異常ͳ事態ʹͳっͯ ͓Γɺ前半

͸ͱͯ΋仕事ʹͳΒͳいͱ͜Ζ͕ほͱΜͲͰあっ

たɻ若干落ち着い くͯΔͱɺϝーカー等͸厳しい

͔΋しΕͳい͕ɺサーϏス業ɺ飲食ɺ宿泊等͸

復興関係ͷ需要͕૿えͯいΔɻʢ平成 28 年 5月

調査ɺ九州・経営コンサϧタンτʢ代表取締役ʣʣ

景気ウΥッチャー調査のコメントから

内閣府景気ウォッチϟー調査͸ɺ全国及び国内 11 地域ͷ景気動向を的確͔ͭ迅速ʹ把握͢ΔͨΊɺ

様々ͳ業種ͷ方々ʢ景気ウォッチϟーʣͷ協力を得ͯ実施さΕͯいΔ政府最速ͷ月例景況調査Ͱ

あΔɻまͨɺ景気判断ͷ補足コϝンτを収集ͯ͠いΔͷ΋本調査ͷ特徴的ͳ点ͰあΔɻ
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৽ฉやࢽࡁܦͳͲͰΑく͚͔ݟΔࡁܦ用ޠɻ

ͳΜͱͳく෼͔っͯ いΔ͚Ͳઆ໌Ͱ͖ͳいɻ

そΜͳͪΐっͱ೉しいࡁܦ用ޠʹͭいͯɺ

こっそΓͱ͑ڭま͢ɻ

近ɺ日本ʹॅΉ֎国人͕૿加しͯい·͕͢ɺ࠷

沖縄県ʹ͓いͯ΋街中Ͱ自సंʹ৐Δ֎国人やコ

ンϏχɺ飲食店ͳͲͰಇく֎国人ͷ࢟ΛΑく見͔

͚ΔΑうʹͳΓ·したɻ今回͸ɺʮཹࡏ֎国人ʯ

ͱそͷ人数͕૿加しͯいΔഎ景ʹͭいͯղઆし·

͢ɻ

ʮཹࡏ֎国人ʯͷ౷ܭʹͭいͯ͸ɺ法務ল͕ຖ

年6月຤ͱ12月຤ͷ状況ʹͭいͯ公表し͓ͯΓɺ

౎道෎県ผͷσータ΋ࡌܝしͯい·͢ɻ͜ͷ౷ܭ

ʹΑΔͱɺ本県ͷ2015年຤ͷཹࡏ֎国人ʢถ܉

やྖ事ؗ関係者ͳͲΛআくʣ͸1万2,925人Ͱɺ5

年前ͷ2010年຤ͷ8,933人ΑΓ3,992人૿加しͯ

い·͢ɻ国੶・地域ผͰΈΔͱɺ࠷΋૿加したͷ

͸ωύーϧ人Ͱ1,698人૿加しɺ全体ͷ૿加数ͷ

43％Λ઎Ίͯい·͢ɻ͜ͷ݁果ɺ2015年຤Ͱ͸

1,815人ͱͳΓɺཹࡏ֎国人数ʹ઎ΊΔ割合΋

2010年຤ͷ1.3％͔Β14.0％ʹ૿ٸしɺถ国人

ʢ2,443人Ͱ18.9％ʣʹ次いͰ2൪໨ʹ多い֎国人

ͱͳっͯい·͢ɻ全国Ͱ΋ωύーϧ人͸૿加しͯ

い·͕͢ɺ࠷΋૿加しͯいΔͷ͸ϕτφϜ人Ͱɺ

ओʹٕೳ࣮श生ͱཹֶ生ͷΑうͰ͢ɻωύーϧ人

͸大半͕ཹֶ生ͷΑうͰ͢ɻωύーϧ͸経済的ʹ

ශしくࣦ業者΋多いたΊɺ΋ͱ΋ͱ中東ͳͲ֎国

Ͱब࿑͢Δ人͕多͔ったͷͰ͕͢ɺཹֶ生ʹ生活

費Λ得ΔたΊͷアϧόイτΛೝΊͯいΔ日本ͷ人

気͕高·Γɺब࿑໨的や日本ޠΛश得しͯ日ܥ企

業Ͱಇく໨的ͷཹֶ生͕૿えͯい·͢ɻ·た日本

༠Λ進ΊͯいΔ͜ͱ΋૿加ͷഎ景ʹあק͕ߍֶޠ

ΔΑうͰ͢ɻ

一方ɺड͚入ΕΔ側ͷ日本Ͱ͸人ޱ減少ʹ൐う

࿑ಇྗͷෆ足͔Βɺ֎国人࿑ಇྗへͷґଘ度͕高

·っ͓ͯΓɺ単७࿑ಇ者ͷड͚入ΕΛݪଇ行Θͳ

い日本Ͱ͸ɺ͜うしたٕೳ࣮श生やཹֶ生͕೶ਫ

産業やݐઃ業ɺ੡଄業ɺサーϏス業ͷ人खෆ足Λ

補っͯい·͢ɻ県内Ͱ΋֎国人観ޫ客ͷ૿ٸͳͲ

ʹΑΔ景気ͷ֦大や少子高ྸ化ʹΑΓ人खෆ足͕

ͷ調査ʹΑΔͱɺہ化し͓ͯΓɺ沖縄࿑ಇࠁਂ

2015年10月຤ͷ県内ͷ事業所Ͱಇく֎国人࿑ಇ

者͸4,898人Ͱɺ前年同ظ比44.6％૿ͱ高い伸び

ʹͳっͯい·͢ɻ国੶ผͰ͸ωύーϧ͕1,464人

Ͱ࠷΋多くɺ次いͰ中国ʢ783人ʣɺϑΟϦϐン

ʢ673人ʣͷॱͱͳっͯい·͢ɻ

在留外国人

10

ʢ文責：上੮研究員ɹ金城･ؽʣ

国੶・地域ผͷཹࡏ֎国人数ͱߏ成比
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平成 28 年度 第 1 回理事会が平成 28 年 5 月 24 日ʢ火ʣɺ第 1 回評議員会が 6 月 8 日ʢ水ʣに開催されɺͦれ

ͧれ審議が行われ承認されましͨɻ

第1回 理事会・評議員会の開催について平成28年度

ʢ 文責 : 総務部　城間 立ʣ

1．平成 27 年度 事業報告・財務諸表ʢ案ʣ

　ʢ1ʣ経済・社会に関する調査・分析　6件

　ʢ2ʣ産業の活性化プロジェクトの発掘・推進　7件

　ʢ3ʣ技術開発・振興等マネジメント　5件

　ʢ4ʣ普及啓発　4件

2．公益目的支出計画実施報告書等の提出ʢ案ʣ

3．規程管理規程の制定ʢ案ʣ

4．個人情報保護規程の制定ʢ案ʣ

5．平成 28 年度 第 1 回評議員会の開催日時・場所及び議案ʢ案ʣ

ʲ 第 1 回 理事会 ʳ

1．平成 27 年度 事業報告・財務諸表ʢ案ʣ

　ʢ1ʣ経済・社会に関する調査・分析　6件

　ʢ2ʣ産業の活性化プロジェクトの発掘・推進　7件

　ʢ3ʣ技術開発・振興等マネジメント　5件

　ʢ4ʣ普及啓発　4件

2．定款の一部変更ʢ案ʣ

ʲ 第 1 回 評議員会 ʳ

科        目 当年度

ᶗ　一般正味財産૿減の部

 ̍．経常૿減の部

  (1) 経常収益

   基本財産運用益 728１552

   特定資産運用益 4１552

   受取会費 46１350１000

   事業収益 199１000１326

   雑収益 36１241

   経常収益計 246１119１671

  (2) 経常費用

   事業費 202１888１256

   管理費 61１842１944

   経常費用計 264１731１200

    評価損益等調整前当期経常૿減額 △ 18１611１529

    評価損益等計 0

    当期経常૿減額 △ 18１611１529

 ̎．経常外૿減の部

  (1) 経常外収益

   経常外収益計 0

  (2) 経常外費用

   固定資産除却損 0

   経常外費用計 0

    当期経常外૿減額 0

    他会計振替額 0

    当期一般正味財産૿減額 △ 18１611１529

    一般正味財産期首残高 118１838１769

    一般正味財産期末残高 100１227１240

ᶘ　指定正味財産૿減の部

    当期指定正味財産૿減額 0

    指定正味財産期首残高 134１000１000

    指定正味財産期末残高 134１000１000

ᶙ　正味財産期末残高 234１227１240

正味財産૿減計算書ʢ一部抜粋ʣ
平成27年4月1日から平成28年3月31日まで
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ʢ･文責 : 企画研究部ɹ赤嶺･進也･ʣ

産学官
交流サロン

ʢ平成28年4・5・6月ʣ

当財団Ͱ͸ɺ産学官͕気軽ʹ集まͬͯ交流すΔ産学官交流サ
ロンを適時開催しͯいΔɻサロンͰ͸毎回ɺ講師を招いͯ
20分程度ͷ講話を頂͖ɺそͷ後気軽ͳεタΠルͰ懇談ɺ交
流しͯいΔɻ平成 28年 4ɺ5ɺ6月ʹ開催͞Εたサロンͷ
τϐοΫε概要を以下ʹ͝紹介すΔɻ

ʲ概略ʳ

ɹ沖縄総合事務局財務部͸ɺ地域財政や国有財産ͷ施策実施ɺ地域経

済ͷ動向把握等ɺ多岐ʹ亘Δ業務を担ͬͯいΔɻ4月サロンͰ͸安藤

部長を招͖ɺ沖縄ͷ経済動向ʹͭいͯ͝報告頂いたɻ沖縄͸個人消費ɺ

観光ɺ雇用情勢等͸概Ͷ良い͕ɺ雇用ͷ質ͱϛεϚοチ͸課題ͰあΔɻ

そͷ他ʹ従業員ͷ所得૿加͕法人税控除ʹͭͳ͕Δʮ所得促進拡大税

制ʯͷ案内΋あͬたɻ

平成28年

4 月

日ɹ時：平成28年 4月 26日ʢ火ʣ18:30 ～ 20:30
場ɹ所：ʢ一財ʣ南西地域産業活性化センターɹ大会議室
τϐοΫε：ʮ最近ͷ沖縄ͷ経済動向等ʹͭいͯʯ

講師 : 内閣府沖縄総合事務局　財務部長　安藤 嘉昭 氏

ʲ概略ʳ

ɹ昨年 12月ɺ沖縄ʹεϙーπΫϥϒʰ沖縄 SVʱ͕誕生したɻ代表を

務ΊΔͷ͸ɺ元サοカー日本代表エーεͷ高原直泰氏ͰあΔɻ5月サ

ロン͸高原氏を招いͯ͝講話頂いたɻ既ʹサοカーチーϜʢ及びεΫー

ϧʣ͸動い͓ͯΓ JϦーά入Γを目指しͯいΔ͕ɺそͷ他ʹεϙーπ

大会ͷ開催͔Βɺ農業ɺ伝統工芸ͱ連携した地域ͷ発信ɺ活性化まͰ

ͷビδョンを描いͯいΔɻ

平成28年

5 月

日ɹ時：平成28年 5月 24日ʢ火ʣ18:30 ～ 20:30
場ɹ所：ʢ一財ʣ南西地域産業活性化センターɹ大会議室
τϐοΫε：ʮ沖縄SVͷ͝紹介ͱεϙーπを核ͱした沖縄地域活性化プロδェΫτʯ

ʲ概略ʳ

ɹ沖縄͔ΒΞδΞͷϚーέοτへͷビδネε展開͕一ͭͷςーϚͱͳ

Δ中ɺビοάσータ͕販売戦略πーϧͱしͯ注目͞ΕͯいΔɻ6月サ

ロンͰ͸ɺ中村教授ʹビοάσータͱϚーέςΟンάʹ関すΔ講話を

頂いたɻPOS σータͷ分析͔Β͸あΔ商品ͱ別ͷ商品ͷ売Ε行͖ͷ関

連性͕見えɺまた Twiががeお ͔Β͸商品ͷ顧客ͷϥΠϑεタΠϧ͕分͔

Δͱいう具体的事例͕挙げΒΕたɻ

平成28年

6 月

日ɹ時：平成28年 6月 28日ʢ火ʣ18:30 ～ 20:30
場ɹ所：ʢ一財ʣ南西地域産業活性化センターɹ大会議室
τϐοΫε：ʮϏοάσータ͸ϚーέςΟンάを変えΔʯ

講師 : 中央大学ビδネεεクールʢ大学院戦略経営研究科ʣ教授　研究科長　中村 博 氏

講師 : 沖縄 SV 株式会社　代表　高原 直泰 氏

次回ͷ産学官交流サϩンͷ案内やɺ過去ͷ開催内容ͷ概要͸以下ͷサイトに記載さΕていΔɻ

hががp://www.niac.or.jp/kaがきdo6.hがm

講師ͷ役職等͸開催当時ͷもͷɻ

サϩンͷ様子ʢ4月サϩンʣ

サϩンͷ様子ʢ5月サϩンʣ

サϩンͷ様子ʢ6月サϩンʣ
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活動状況

【NIAC】とは
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ʮೆ੢஍ҬͷシンΫタンΫʯͱ͠ て

஍Ҭ産ੑ׆ۀԽͷ֤छۀࣄΛͬߦてい·͢ɻ
NANSEI SHOTO INDUSTRIAL ADVANCEMENT CENTER

౰ηンターͰ͸ɺ地域産業ͷ活性化や発展ʹد༩すΔ ͱ͜を目的ͱした事

業活動をਪ進すΔたΊɺࢍॿ会員をืूし͓ͯΓますɻ͝ ಉいたͩいたࢍ

会員ʹ͸ɺ౰財ஂͷ事業活動へͷ༏ઌ的ࢀ加を͸͡Ίɺ࣍ͷΑうͳಛయを

͝用ҙし͓ͯΓますɻ

業活動ͷެӹతҙࣄ˓
ٛɺڀݚ活動等を௨͡
ͯɺ産学官ͱͷ交流ʹ
参ՃͰ͖ますɻ

˓地域ͷ活性化ࣄ業ɺ産
業૑଄等ʹ参ըͰ͖ɺ
ٕज़૬談ɺѺટ等͕ड
͚ΒΕますɻ

˓財団͕ൃߦすΔχϡー
εϨター等ఆߦץظ෺
͕ແྉͰड͚ΒΕますɻ

˓県಺֎ͷஶ名ͳऀڀݚ
等ͱͷωοτϫーΫܗ
成ʹ参ըすΔػ会͕ಘ
ΒΕますɻ

ʻਃࠐ・͓ ໰߹ͤʼ

˟900�0015�ಹ೼ٱࢢໜ஍3ஸ໨15൪9߸

ΞϧςϏϧσΟンάಹ೼̎֊

一ൠ財団๏ਓ

南西地域産業活性化センター�૯຿෦

TELʢ098ʣ866-4591�FAXʢ098ʣ869-0661

賛助会員募集のご案内
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� �6日� 産学ྲྀަ׭αϩン

� ��日� 沖縄県ෆ動産ؑఆ࢜協会ఆظ૯会

� � ԋʮ人口動ଶͱকདྷ人口ʯߨ

� ��日� ୈ1ճ理ࣄ会

� ��日� 産学ྲྀަ׭αϩン

� �日� ୈ1ճධٞһ会

� 17日� 沖縄・台湾๵қϏδωεର話

� � 沖台産業࿈܎ʹܞΔ.06క݁ࣜٴͼηϛ

φʔʢԙɿ台北ࢢʣ

� �7日�ʮ沖縄ࡍࠃϋϒΫϥελʔܗ੒ਪ進ࣄ業ʯ

� � ๵қอݥηϛφʔ

� ��日� 産学ྲྀަ׭αϩン

� 1�日� શࠃ஍Ҭ技術ηンλʔ࿈བྷ協ٞ会ʢԙɿ౦ژʣ

� �6日� 産学ྲྀަ׭αϩン

� ��日�ʮ๵қ実຿・஌తࡒ産人ࡐҭ੒ηϛφʔࣄ業ʯ

ୈ1ճ中খ企業海外展開ηϛφʔ

� �1日�ʮ沖縄ࡍࠃϋϒΫϥελʔܗ੒ਪ進ࣄ業ʯ

� � ୈ1ճ࿈བྷ会ٞ

� �1日�ʮ๵қ実຿・஌తࡒ産人ࡐҭ੒ηϛφʔࣄ業ʯ

ୈ�ճ中খ企業海外展開ηϛφʔ

ฏ੒2�೥ �݄˔April

�݄˔May

�݄˔June

�݄˔July

�݄˔August
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